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(57)【要約】
　哺乳類の胃腸洗浄のための臭気低減ポリオール組成物は、ポリオール、および塩基性触
媒とクエン酸との間の反応から形成される少なくとも１つの酸性塩を含む。該臭気低減ポ
リオール組成物は、少なくとも１つのアルキレンオキシドを提供すること、少なくとも１
つの開始剤を提供すること、その少なくとも１つのアルキレンオキシドと少なくとも１つ
の開始剤とを、塩基性触媒の存在中で反応させてポリオールを生成すること、および該塩
基性触媒をクエン酸で中和すること、それにより少なくとも１つの酸性塩が形成され、そ
して臭気低減ポリオール組成物が生成されることにより製造される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　哺乳類の胃腸洗浄のための臭気低減ポリオール組成物の製造方法であって、以下の段階
：
　少なくとも１つのアルキレンオキシドを提供する段階；
　少なくとも１つの開始剤を提供する段階；
　その少なくとも１つのアルキレンオキシドと少なくとも１つの開始剤とを、塩基性触媒
の存在中で反応させてポリオールを生成する段階；　および
　該塩基性触媒をクエン酸で中和し、それにより少なくとも１つの酸性塩を形成し且つ臭
気低減ポリオール組成物を生成する段階
を含み、該臭気低減ポリオール組成物は、哺乳類の胃腸管に導入される際にポリオールお
よび少なくとも１つの酸性塩を含む、前記製造方法。
【請求項２】
　臭気低減ポリオール組成物が固体である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　１グラムの臭気低減ポリオール組成物が、室温水１０ｍＬ中で９分未満の溶解速度を有
する、請求項１または２に記載の方法。
【請求項４】
　臭気低減ポリオール組成物が本質的に、ポリオールと酸性塩とからなる、請求項１から
３までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項５】
　臭気低減ポリオール組成物が、実質的に、酸性塩、および場合によりクエン酸および／
または塩基性触媒の残量以外に、酸化防止剤を含まない、請求項１から４までのいずれか
１項に記載の方法。
【請求項６】
　さらに、臭気低減ポリオール組成物を真空ストリッピングして、水および／または酸性
塩以外の揮発性不純物を、該臭気低減ポリオール組成物から実質的に除去する段階を含む
、請求項１から５までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　さらに、臭気低減ポリオール組成物をペレット化する段階を含む、請求項１から６まで
のいずれか１項に記載の方法。
【請求項８】
　臭気低減ポリオール組成物を水中に溶解させる段階を含む、請求項１から７までのいず
れか１項に記載の方法。
【請求項９】
　臭気低減ポリオール組成物が本質的に、ポリオール、酸性塩および水からなる、請求項
８に記載の方法。
【請求項１０】
　臭気低減ポリオール組成物のポリオールが、さらに、ポリアルキレングリコールとして
定義される、請求項１から９までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　ポリアルキレングリコールがさらに、公称平均分子量３０００～３７００を有するポリ
エチレングリコールとして定義される、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　少なくとも１つの開始剤が、アルコール、ポリヒドロキシル化合物、ヒドロキシルとア
ミンとの混合化合物、アミン、ポリアミン化合物、イミン、酸およびそれらの組み合わせ
の群から選択される、請求項１から１１までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項１３】
　少なくとも１つのアルキレンオキシドが、エチレンオキシド、プロピレンオキシド、ブ
チレンオキシドおよびそれらの組み合わせの群から選択される、請求項１から１２までの
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いずれか１項に記載の方法。
【請求項１４】
　塩基性触媒が、さらに水酸化アルカリとして定義される、請求項１から１３までのいず
れか１項に記載の方法。
【請求項１５】
　触媒をクエン酸で中和する段階が、臭気低減ポリオール組成物が、ｐＨ４．５～７．５
を有するように、クエン酸を触媒に添加することを含む、請求項１から１４までのいずれ
か１項に記載の方法。
【請求項１６】
　以下の段階：
　少なくとも１つのアルキレンオキシドを提供する段階；
　少なくとも１つの開始剤を提供する段階；
　該少なくとも１つのアルキレンオキシドと少なくとも１つの開始剤とを、塩基性触媒の
存在中で反応させてポリオールを生成する段階；　および
　塩基性触媒をクエン酸で中和して、少なくとも１つの酸性塩を形成し、それにより、ポ
リオールと少なくとも１つの酸性塩とを含む、臭気低減ポリオール組成物を生成する段階
；　および
　臭気低減ポリオール組成物を、哺乳類に投与する段階
を含む方法。
【請求項１７】
　固体の形態での臭気低減ポリオール組成物１グラムが、室温水１０ｍＬ中で９分未満の
溶解速度を有する、請求項１６に記載の方法。
【請求項１８】
　臭気低減ポリオール組成物が、実質的に、酸性塩および場合によりクエン酸および／ま
たは塩基性触媒の残量以外に、酸化防止剤を含まない、請求項１６または１７に記載の方
法。
【請求項１９】
　臭気低減ポリオール組成物が、水中に溶解される、請求項１６から１８までのいずれか
１項に記載の方法。
【請求項２０】
　臭気低減ポリオール組成物が本質的に、ポリオール、酸性塩および水からなる、請求項
１９に記載の方法。
【請求項２１】
　臭気低減ポリオール組成物を、哺乳類を治療するために投与する段階が、該臭気低減ポ
リオール組成物を、哺乳類の胃腸管に導入することを含む、請求項１６から２０までのい
ずれか１項に記載の方法。
【請求項２２】
　臭気低減ポリオール組成物が、ｐＨ４．５～７．５を有する、請求項１６から２１まで
のいずれか１項に記載の方法。
【請求項２３】
　ポリオールが、さらにポリアルキレングリコールとして定義される、請求項１６から２
２までのいずれか１項に記載の方法。
【請求項２４】
　ポリアルキレングリコールがさらに、公称平均分子量３０００～３７００を有するポリ
エチレングリコールとして定義される、請求項２３に記載の方法。
【請求項２５】
　請求項１から１５までのいずれか１項に記載の方法によって形成される、臭気低減ポリ
オール組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　発明の分野
　本発明は一般に臭気低減ポリオール組成物に関し、およびより特定には、哺乳類用の胃
腸洗浄のための、臭気低減ポリオール組成物の製造方法に関する。
【０００２】
　関連技術の記載
　ポリオールおよびポリオールの製造方法は当該技術分野でよく知られている。ポリオー
ルは一般に、２つまたはそれより多くのヒドロキシ官能基を有する炭素ベースの化合物と
して定義され、且つ多様な用途において使用される。例えば、ポリオールが使用される一
般的な用途は、ポリオールとイソシアネートとの反応を介したポリウレタン／ポリイソシ
アヌレートの製造である。
【０００３】
　ポリオールの１つの種類はポリエーテルポリオールであり、それは繰り返すエーテル単
位、即ちＲ－Ｏ－Ｒ単位の主鎖を有し、その際、Ｒは同一または異なっていてもよく、且
つ、２つまたはそれより多くのヒドロキシ官能基であってよい。ポリエーテルポリオール
は、アルキレンオキシド、例えばエチレンオキシド（ＥＯ）、プロピレンオキシド（ＰＯ
）、および／またはブチレンオキシド（ＢＯ）を、開始剤と、触媒の存在中で反応させる
ことによって製造される。例えば、使用される開始剤がエチレングリコールであり、且つ
エチレンオキシドが繰り返すエーテル単位の主鎖を形成するために使用される場合、生じ
るポリエーテルポリオールはポリエチレングリコール（ＰＥＧ）である。一般的な触媒は
、金属シアン化物触媒および強塩基性触媒、例えば水酸化カリウム（ＫＯＨ）、水酸化ナ
トリウム（ＮａＯＨ）、および／または水酸化セシウム（ＣｓＯＨ）を含む。かかる触媒
が引き続く反応および／またはポリエーテルポリオールを使用する用途に悪影響を有しか
ねないので、触媒を中和する、および／またはポリエーテルポリオールから触媒を除去す
ることが有利である。例えば、触媒が強塩基性触媒である場合、該強塩基性触媒は吸収処
理およびろ過によって除去されるか、または酸を用いて中和され、そのことが酸性塩の生
成をもたらす。ポリエーテルポリオールが液体である場合、該酸性塩は沈殿することがあ
り、且つ、ポリエーテルポリオールからいくつかの方法によって、例えばろ過によって除
去できる。酸を用いた強塩基性触媒の中和は、ポリエーテルポリオールを含む組成物のｐ
Ｈを中和し、そのことによりポリエーテルポリオールが種々の用途に適するようになる。
【０００４】
　ポリエーテルポリオールは非イオン性且つ非毒性なので、ポリエーテルポリオールが使
用されることがある他の用途は、製剤学的な付形剤および有効薬剤成分（ＡＰＩ）である
。例えば、ポリエーテルポリオールは、緩下剤または胃腸洗浄として使用されることがあ
る。洗浄は、臓器を液体で「洗い流す」または「フラッシュする」工程である。例えば、
ポリエーテルポリオールの１種であるポリエチレングリコールは、水中で溶解されること
ができ、且つ、結腸鏡検査のための準備において患者に経口摂取される。ポリエチレング
リコールは、緩下剤として機能し、且つ、結腸鏡検査または他の胃腸の処置のために、患
者の胃腸管を清浄にする。
【０００５】
　ポリエチレングリコールは、エチレングリコールとエチレンオキシドとを触媒の存在中
で反応させることによって製造される。ポリエチレングリコールが洗浄のために製造され
る場合、触媒は強塩基性触媒であり、なぜなら、金属シアン化物触媒は、患者に経口摂取
される場合、健康に悪影響をおよぼすことがあるからである。さらに、ポリエチレングリ
コールが経口摂取のために同様に望ましくない塩基性のｐＨを有さないために、強塩基性
触媒は酸で中和される。
【０００６】
　現在、強塩基性触媒は、酢酸とリン酸との組み合わせによって中和され、それにより酸
性塩が生じる。それらの酸性塩は、ポリエチレングリコールから除去されず、且つ、ポリ
エチレングリコールが患者に経口摂取される前に水中で溶解される場合、それぞれのイオ
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ンに分離する。さらに、塩基性触媒を中和するために使用される酸の１つが酢酸であるの
で、しばしば、ポリエーテルポリオール中に残留臭が存在し、それはポリエーテルポリオ
ールが患者に経口摂取される場合には望ましくない。
【０００７】
　さらに、ポリエチレングリコールを含むポリエーテルポリオールは、酸化崩壊しやすく
、そのことは望ましくない臭気をもたらす。その望ましくない臭気は、患者がポリエチレ
ングリコールを経口摂取することを困難にする。望ましくない作用を緩和するために、酸
化防止剤、例えばブチルヒドロキシトルエン（ＢＨＴ）を、典型的にはポリエーテルポリ
オールに取り入れてポリエチレングリコールのかかる酸化崩壊を防ぐ。しかしながら、酸
化防止剤の取り入れは、ポリエーテルポリオールの多くの用途については許容されない。
許容される場合、酸化防止剤は、品質規格を厳守するために、ポリエチレングリコールに
正確に添加されなければならない。例えば、液体のポリエーテルポリオールにおいて、酸
化防止剤が該ポリエーテルポリオールに添加された際に該ポリエーテルポリオールがわず
かな酸性ではない場合、ピンクの色調がポリエーテルポリオール中に発現し、そのことは
フェノール塩の形成に起因する。ポリエーテルポリオールがピンクの色調を発現する場合
、該ポリエーテルポリオールは、典型的には経口摂取のために充分に高い品質であるとは
みなされない。固体のポリエーテルポリオールにおいては、黄色の色調がポリエーテルポ
リオールの表面上に発現することがあり、これはキノン化合物の形成に起因する。ポリエ
ーテルポリオールが黄色の色調を発現する場合、該ポリエーテルポリオールは同様に品質
上の懸念により却下される。従って、酸化防止剤が必要とされる場合、品質規格に合致す
る経口摂取のためのポリエーテルポリオールを製造するのは困難である。さらには、酸化
防止剤の添加は、ポリエーテルポリオールの製造方法に、追加的なコストおよび加工段階
をもたらす。
【０００８】
　発明の要旨
　本発明は、哺乳類の胃腸洗浄のための、臭気低減ポリオール組成物を提供する。臭気低
減ポリオール組成物は、ポリオール、および塩基性触媒とクエン酸との反応から形成され
る少なくとも１つの酸性塩を含む。本発明は、臭気低減ポリオール組成物の製造方法も提
供する。臭気低減ポリオールの製造方法は、少なくとも１つのアルキレンオキシドを提供
する段階、少なくとも１つの開始剤を提供する段階、その少なくとも１つのアルキレンオ
キシドと少なくとも１つの開始剤とを、塩基性触媒の存在中で反応させてポリオールを生
成する段階、および該塩基性触媒をクエン酸で中和し、それにより少なくとも１つの酸性
塩が形成され、そして臭気低減ポリオール組成物が生成される段階を含む。さらに、本発
明は、臭気低減ポリオール組成物を用いて哺乳類を治療する方法を提供する。臭気低減ポ
リオール組成物で哺乳類を治療する方法は、臭気低減ポリオール組成物を提供する段階、
および臭気低減ポリオール組成物を投与して哺乳類を治療する段階を含む。
【０００９】
　臭気低減ポリオール組成物は、クエン酸以外の酸によって中和されている他の従来のポ
リオール組成物と比較して、水中での溶解速度が改善されている。さらに、本発明の臭気
低減ポリオール組成物は、該臭気低減ポリオール組成物が酸性塩以外に酸化防止剤を含ま
なくても、酸化崩壊に対する優れた耐性を有しており、そのことがかかる酸化崩壊からの
臭気が最小限であること～存在しないことをもたらす。従って、臭気低減ポリオール組成
物は、患者による経口摂取のためにより適しており、なぜなら、臭気低減ポリオール組成
物は、通常、従来のポリオール組成物と関連する望ましくない臭気を有しないからである
。
【００１０】
　発明の詳細な説明
　本発明は、臭気低減ポリオール組成物、および臭気低減ポリオール組成物の製造方法を
提供し、そのそれぞれは下記でより詳細に記載される。本発明の臭気低減ポリオール組成
物は、哺乳類、例えばヒトの胃腸洗浄のために特に適している。しかしながら、本発明の
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臭気低減ポリオール組成物は、胃腸洗浄に限定されず、例えば、該臭気低減ポリオール組
成物を、イソシアネートとの反応に使用して、ポリウレタン発泡体またはエラストマーを
製造することもできると認識されるべきである。
【００１１】
　ポリエーテルポリオールを含むポリオールが、酸化崩壊しやすいことは、当該技術分野
全体にわたって公知である。かかる酸化崩壊は、他の望ましくない作用の中で、不快な臭
気をもたらす。本発明の臭気低減ポリオール組成物に関する「臭気低減」との文言は、従
来のポリオールに対するものである。言い方を変えると、本発明の臭気低減ポリオール組
成物は、優れた酸化崩壊耐性を有しており、従って、酸化崩壊しやすい従来のポリオール
と比較した場合、低減された臭気を有している。
【００１２】
　臭気低減ポリオール組成物は、ポリオールを含む。臭気低減ポリオール組成物のポリオ
ールは、分子１つあたり２つまたはそれより多くのヒドロキシ基を有する任意のポリオー
ルであってよい。さらに、該ポリオールを、限定されずに、脂肪族ポリオール、脂環式ポ
リオール、芳香族ポリオール、複素環式ポリオールおよびそれらの組み合わせの群から選
択できる。臭気低減ポリオール組成物のポリオールは、ポリエーテルポリオール、即ち、
Ｒ－Ｏ－Ｒ単位（前記Ｒは同一または異なっていてよい）を含むポリオール、ポリエステ
ルポリオール、即ち、Ｒ1－ＣＯＯＲ－Ｒ1単位（前記Ｒ1は同一または異なっていてよい
）を含むポリオール、またはそれらの組み合わせであってよい。特定の実施態様において
、臭気低減ポリオール組成物のポリオールは、さらに、ポリアルキレングリコール、例え
ばポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコール、ポリブチレングリコール等とし
て定義される。本発明の目的のために適したポリアルキレングリコールの１つの例は、ポ
リエチレングリコール（ＰＥＧ）であり、それは説明のためだけにすぐ下の式１に示され
る：
【化１】

［式中、ｎは１より大きい整数であり、ポリエチレングリコールの所望の分子量に依存す
る］。
【００１３】
　要求されない限り、臭気低減ポリオール組成物のポリオールは、ポリアルキレングリコ
ールであり、該ポリアルキレングリコールは典型的には公称平均分子量３，０００～３，
７００、より典型的には３，１５０～３，５５０、および最も典型的には３，３００～３
，４００を有する。ポリオールがポリアルキレングリコール以外である他の実施態様にお
いて、該ポリオールは、典型的には同様にそれらの範囲内の公称平均分子量を有する。
【００１４】
　臭気低減ポリオール組成物は、さらに、塩基性触媒とクエン酸との間の反応から形成さ
れる少なくとも１つの酸性塩を含む。特定の実施態様において、臭気低減ポリオール組成
物は、本質的にポリオールと酸性塩とからなる。クエン酸は、１つまたはそれより多くの
他の種類の酸、例えば乳酸と共に使用されてもよいと認識されるべきである。しかしなが
ら、異なる種類の酸のブレンドを使用できるといっても、その異なる酸のブレンドは典型
的には酢酸を含まない。クエン酸は、説明のためだけに下記の式２に示される：
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【化２】

【００１５】
　明確化のために、少なくとも１つの酸性塩は以下で、「酸性塩」として称され、それは
酸性塩が異なる種類の酸性塩のブレンドを含む態様も含む。酸性塩の構造および種類は、
下記でより詳細に記載されるとおり、塩基性触媒、並びにどの追加的な酸がクエン酸と組
み合わせて使用されるか次第である。臭気低減ポリオール組成物中に存在する酸性塩の量
は、ポリオールを形成する際に使用される塩基性触媒の量次第である。酸性塩は、本発明
の臭気低減ポリオール組成物中に、臭気低減ポリオール組成物の総質量に対して典型的に
はゼロより上から３、より典型的には０．０１～１．５質量パーセントの量で存在する。
【００１６】
　１つの実施態様において、塩基性触媒は水酸化アルカリを含む。水酸化アルカリは、ア
ルカリ金属カチオンおよびヒドロキシドアニオンを含む。水酸化アルカリは、水酸化リチ
ウム（ＬｉＯＨ）、水酸化ナトリウム（ＮａＯＨ）、水酸化カリウム（ＫＯＨ）、水酸化
ルビジウム（ＲｂＯＨ）および水酸化セシウム（ＣｓＯＨ）である。本発明の目的のため
の塩基性触媒として、単独の種類の水酸化アルカリ、例えば水酸化ナトリウムを使用でき
るか、または異なる種類の水酸化アルカリの組み合わせ、例えば水酸化カリウムと水酸化
ナトリウムとの組み合わせを使用できることが認識されるべきである。
【００１７】
　酸性塩について言及し直すと、塩基性触媒が水酸化アルカリである場合、酸性塩は典型
的には、クエン酸の共役塩基であるクエン酸アニオン、および少なくとも１つのアルカリ
金属カチオンを含む。例えば、水酸化アルカリが水酸化ナトリウムである場合、酸性塩は
クエン酸ナトリウムを含み、それはクエン酸一ナトリウム、クエン酸二ナトリウム、クエ
ン酸三ナトリウムおよびそれらの組み合わせとして存在できる。クエン酸三ナトリウムは
、説明のためだけに下記の式３に示される：
【化３】

【００１８】
　同様に、水酸化アルカリが水酸化カリウムである場合、酸性塩はクエン酸カリウムを含
み、それはクエン酸一カリウム、クエン酸二カリウム、クエン酸三カリウムおよびそれら
の組み合わせとして存在できる。従って、塩基性触媒が水酸化アルカリを含む場合、酸性
塩は、クエン酸リチウム、クエン酸ナトリウム、クエン酸カリウム、クエン酸ルビジウム
、クエン酸セシウムおよびそれらの組み合わせの群から選択される。
【００１９】
　とりわけ、クエン酸が他の種類の酸と共に使用される場合、さらなる種類の酸性塩が、



(8) JP 2013-506732 A 2013.2.28

10

20

30

40

50

典型的には臭気を低減されたポリオール組成物中に存在する。例えば、クエン酸が乳酸と
共に使用され、且つ塩基性触媒が水酸化アルカリである場合、酸性塩は、乳酸の共役塩基
である乳酸アニオン、および少なくとも１つのアルカリ金属カチオンも含む。例えば、水
酸化アルカリが水酸化ナトリウムである場合、酸性塩は乳酸ナトリウムも含む。乳酸ナト
リウムは、説明のためだけに下記の式４に示される：
【化４】

【００２０】
　同様に、水酸化アルカリが水酸化リチウムである場合、酸性塩は乳酸リチウムも含む。
従って、乳酸も使用される場合、酸性塩はさらに乳酸リチウム、乳酸ナトリウム、乳酸カ
リウム、乳酸ルビジウム、乳酸セシウムおよびそれらの組み合わせを含むことがある。
【００２１】
　酸性塩の形成において、異なる種類の塩基性触媒のブレンドを使用できることが認識さ
れるべきである。従って、上述の酸性塩は、臭気低減ポリオール組成物の酸性塩の単なる
例でしかなく、且つ、臭気低減ポリオール組成物中に存在し得る酸性塩の網羅的なリスト
を表しているわけではない。
【００２２】
　本発明の臭気低減ポリオール組成物は、典型的には、酸性塩、および場合によりクエン
酸および／または塩基性触媒の残量以外に、実質的に酸化防止剤を含まない。臭気低減ポ
リオール組成物の製造方法に関して下記でより詳細に記載される通り、酸性塩は典型的に
は、インサイチューで、臭気低減ポリオール組成物中で形成される。従って、酸性塩がイ
ンサイチューにて臭気低減ポリオール組成物中で形成される実施態様においては、クエン
酸および／または塩基性触媒の残量が、臭気低減ポリオール組成物中に存在することがあ
る。クエン酸および／または塩基性触媒の残量は、典型的には、塩基性触媒またはクエン
酸のいずれかが他方に関してモル過剰で存在する場合に、臭気低減ポリオール組成物中に
存在する。言い方を変えると、クエン酸に対してモル過剰の塩基性触媒が使用されるなら
ば、未反応、即ち中和されていない塩基性触媒の残量が、臭気低減ポリオール組成物中に
残っていることがある。同様に、塩基性触媒に対してモル過剰のクエン酸が使用されるな
らば、未反応、即ち中和されていないクエン酸の残量が、臭気低減ポリオール組成物中に
残っていることがある。典型的には、臭気低減ポリオール組成物中に存在するクエン酸お
よび／または塩基性触媒の残量は、該臭気低減ポリオール組成物がｐＨ４．５～７．５を
保持するような量である。
【００２３】
　「実質的に」との用語はここで、臭気低減ポリオール組成物が実質的に酸化防止剤を含
まない実施態様に関して使用される場合、臭気低減ポリオール組成物が実質的に、臭気低
減ポリオール組成物に別途添加される酸化防止剤を含まないことを示す。より特定には、
臭気低減ポリオール組成物は、酸性塩以外の酸化防止剤、および随意にクエン酸および／
または塩基性触媒の残量を、臭気低減ポリオール組成物１００質量部に対して、典型的に
は２．０質量部未満、より典型的には１．０質量部未満、最も典型的には０．０質量部の
量で、実質的に酸化防止剤を含まないという定義から逸脱することなく、含んでよい。例
えば、従来のポリオール組成物中で、酸化防止剤、例えばビタミンＥおよび／またはブチ
ル化ヒドロキシトルエン（ＢＨＴ）は、従来のポリオール組成物の酸化崩壊を最小化する
、および／または防ぐために含まれている。かかる酸化防止剤は、品質制御に関して追加
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的な複雑性をもたらし、なぜなら、それらの酸化防止剤は、従来のポリオール組成物の、
外見および均一性を含む物理的特性に悪影響することがあるからである。本発明の臭気低
減ポリオール組成物は、従来のポリオール組成物に別途添加されるかかる酸化防止剤がな
くても、優れた物理的特性および酸化崩壊耐性を有する。
【００２４】
　上述の通り、特定の実施態様において、臭気低減ポリオール組成物は、本質的にポリオ
ールと酸性塩とからなる。それらの実施態様において、臭気低減ポリオール組成物は、典
型的には、臭気低減ポリオール組成物の製造方法に関して下記でより詳細に記載される通
り、ペレット化される。それらの実施態様において、臭気低減ポリオール組成物は、典型
的には固体である。一般に、臭気低減ポリオール組成部は、ペレット化されて輸送される
。特に、臭気低減ポリオール組成物は、典型的には梱包および輸送のために、プリル塔を
介してプリル化される。製薬会社は、臭気低減ポリオール組成物と他の成分とを混合でき
る、または臭気低減ポリオール組成物を、適切な用量の指示書と共に患者に販売するため
に再梱包できる。典型的には、患者は、臭気低減ポリオール組成物を水中で溶解した後、
臭気低減ポリオール組成物を経口摂取する。典型的には、臭気低減ポリオール組成物は、
本質的にポリオールと酸性塩からなり、該臭気低減ポリオール組成物は白色の固体である
。
【００２５】
　上記に示唆される通り、本発明の臭気低減ポリオール組成物は、哺乳類の胃腸洗浄のた
めに特に適している。臭気低減ポリオール組成物が、胃腸洗浄として使用される場合、臭
気低減ポリオール組成物は典型的には、臭気低減ポリオール組成物を哺乳類に投与するた
めに水中に溶解されるので、臭気低減ポリオール組成物はさらに水を含む。特定の実施態
様において、臭気低減ポリオール組成物は、本質的にポリオール、酸性塩および水からな
る。本発明の臭気低減ポリオール組成物の範疇から逸脱することなく、臭気低減ポリオー
ル組成物がさらに水を含む場合、酸性塩はそれぞれのイオンに分離することがあると認識
されるべきである。臭気低減ポリオール組成物は、経口摂取される場合、緩下作用を有し
、そのことが胃腸洗浄をもたらす。
【００２６】
　さらには、臭気低減ポリオール組成物は、ｐＨ４．５～７．５、より典型的には５．２
５～７．２５、最も典型的には６．０～７．０を有する。臭気低減ポリオール組成物は、
臭気低減ポリオール組成物が固体であるか、水中に溶解されているかにかかわらず、それ
らの範囲のｐＨを有する。
【００２７】
　臭気低減ポリオール組成物が、本質的に、ポリオールと酸性塩とからなる場合、即ち、
臭気低減ポリオール組成物が固体である場合、該臭気低減ポリオール組成物は、その溶解
速度によって証明される通り、水中で優れた溶解性を有する。特に、臭気低減ポリオール
組成物は、固体である場合、下記に記載される方法に従って測定される際、水中で１１分
未満、典型的には１０分未満、より典型的には９分未満、および特に典型的には８分４５
秒未満の溶解速度を有する。
【００２８】
　上述の通り、本発明は、臭気低減ポリオール組成物の製造方法も提供する。臭気低減ポ
リオール組成物の製造方法は、少なくとも１つのアルキレンオキシドを提供する段階を含
む。適したアルキレンオキシドは、限定されずに、エチレンオキシド、プロピレンオキシ
ド、ブチレンオキシド、またはそれらのアルキレンオキシドの混合物を含む。単独の種類
のアルキレンオキシド、例えばエチレンオキシドを使用できる、または、異なる種類のア
ルキレンオキシドのブレンド、例えばエチレンオキシドとプロピレンオキシドとのブレン
ドを使用できると認識されるべきである。明確化のために、少なくとも１つのアルキレン
オキシドは、以降で、「アルキレンオキシド」と称され、それはアルキレンオキシドが異
なる種類のアルキレンオキシドのブレンドを含む態様を包含する。アルキレンオキシドを
使用して、ポリオキシアルキレート　　以下に追加的に説明される開始剤が、臭気低減ポ
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リオール組成物のポリオールを形成する。
【００２９】
　臭気低減ポリオール組成物の製造方法は、少なくとも１つの開始剤を提供する段階も含
む。明確化のために、少なくとも１つの開始剤は、以降で、「開始剤」と称され、それは
少なくとも開始剤が異なる種類の開始剤のブレンドを含む態様を包含する。当業者によっ
て理解される通り、開始剤は、少なくとも１つのアルキレンオキシド反応性水素、典型的
には少なくとも２つのアルキレンオキシド反応性水素を有する。適した開始剤は、限定さ
れずに、アルコール、ポリヒドロキシル化合物、ヒドロキシルとアミンとの混合化合物、
アミン、ポリアミン化合物、イミン、酸、またはそれらの開始剤の混合物を含む。開始剤
として使用できるアルコールの例は、限定されずに、グリコール、例えばエチレングリコ
ールおよびプロピレングリコール、および脂肪族および芳香族アルコール、例えばラウリ
ルアルコール、ノニルフェノール、オクチルフェノール、およびＣ12～Ｃ18－脂肪族アル
コールを含む。開始剤として使用できるポリヒドロキシル化合物の例は、限定されずに、
ジオール、トリオール、およびより高い官能価のアルコール、例えばスクロースおよびソ
ルビトールを含む。開始剤として使用できるアミンの例は、限定されずに、アニリン、ジ
ブチルアミン、およびＣ12～Ｃ18－脂肪族アミンを含む。開始剤として使用できるポリア
ミン化合物の例は、限定されずに、ジアミン、例えばエチレンジアミン、トルエンジアミ
ン、および他のポリアミドを含む。開始剤として使用できる酸の１つの例は、カルボン酸
である。本発明の目的に適した開始剤のさらなる例は、ジプロピレングリコール、トリメ
チレングリコール、１，２－ブタンジオール、１，３－ブタンジオール、１，４－ブタン
ジオール、１，２－ペンタンジオール、１，４－ペンタンジオール、１，５－ペンタンジ
オール、１，６－ヘキサンジオール、１，７－ヘプタンジオール、グリセロール、１，１
，１－トリメチロールプロパン、１，１，１－トリメチロールエタン、１，２，６－ヘキ
サントリオール、α－メチルグルコシド、ペンタエリトリトール、ソルビトール、アニリ
ン、ｏ－クロロアニリン、ｐ－アミノアニリン、１，５－ジアミノナフタレン、メチレン
ジアニリン、アニリンとホルムアルデヒドとの縮合生成物、２，３－、２，６－、３，４
－、２，５－、および２，４－ジアミノトルエンおよび異性体混合物、メチルアミン、ト
リイソプロパノールアミン、エチレンジアミン、１，３－ジアミノプロパン、１，３－ジ
アミノブタン、１，４－ジアミノブタン、およびそれらの組み合わせを含む。開始剤は、
典型的には、下記により詳細に記載される通り、アルキレンオキシドの添加によって製造
されるポリオールの所望の分子量に依存する量で使用される。
【００３０】
　臭気低減ポリオール組成物の製造方法は、さらに、アルキレンオキシドと開始剤とを、
塩基性触媒の存在中で反応させてポリオールを生成する段階を含む。アルキレンオキシド
と開始剤とは、典型的には、容器内で、摂氏約８０～約１５０度、より典型的には約１０
０～約１４０度の温度で反応させられる。アルキレンオキシドと開始剤との反応段階は、
塩基性触媒の存在中で起きる。塩基性触媒は、典型的には容器内に、Ｕｎｉｔｅｄ　Ｓｔ
ａｔｅｓ　Ｐｈａｒｍａｃｏｐｅｉａ－Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｆｏｒｍｕｌａｒｙ（ＵＳＰ
－ＮＦ）の、ポリエチレングリコールについてのモノグラフによって特定される点火値（
ｉｇｎｉｔｉｏｎ　ｖａｌｕｅ）の残りが０．１％未満であるような量で存在する。
【００３１】
　ポリオールを生成するためのアルキレンオキシドと開始剤との間の反応後、塩基性触媒
はポリオールを有する混合物中で未反応のままである。上述の通り、特定の実施態様にお
いて、塩基性触媒は水酸化リチウム（ＬｉＯＨ）、水酸化ナトリウム（ＮａＯＨ）、水酸
化カリウム（ＫＯＨ）、水酸化ルビジウム（ＲｂＯＨ）、水酸化セシウム（ＣｓＯＨ）、
およびそれらの組み合わせの群から選択される水酸化アルカリを含む。塩基性触媒は一般
に、哺乳類による経口摂取にとって望ましくないので、臭気低減ポリオール組成物の製造
方法は、該塩基性触媒をクエン酸で中和し、それにより少なくとも１つの酸性塩を形成し
、且つ臭気低減ポリオール組成物を生成する段階も含む。典型的には、塩基性触媒をクエ
ン酸で中和する段階は、下記により詳細に記載される通り、臭気低減ポリオール組成物が
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哺乳類による経口摂取のために適したｐＨ４．５～７．５、より典型的には５．５～７．
２５、最も典型的には６．０～７．０を有するような量で、クエン酸を添加することを含
む。
【００３２】
　特定の実施態様において、臭気低減ポリオール組成物の製造方法は、さらに、残留水、
未反応のアルキレンオキシド、および／または酸性塩以外の他の揮発性不純物を、臭気低
減ポリオール組成物から実質的に除去するために、臭気低減ポリオール組成物を真空スト
リッピングする段階を含む。例えば、臭気低減ポリオール組成物は、臭気低減ポリオール
組成物の物理的特性に潜在的に望ましくない影響を有しかねない揮発性不純物を含有する
ことがある。臭気低減ポリオール組成物中に存在し得る揮発性不純物の例は、未反応のモ
ノマー、有機の副生成物、および湿分を含む。臭気低減ポリオール組成物の真空ストリッ
ピング段階は、典型的には、臭気低減ポリオール組成物を、不活性ガスを用いて摂氏約９
０～約１３０度の温度で、ストリッピングすることを含む。臭気低減ポリオール組成物の
ストリッピング段階のために適した不活性ガスの例は、限定されずに、窒素、アルゴンお
よびヘリウムを含む。
【００３３】
　上述の通り、臭気低減ポリオール組成物は、典型的には固体である。従って、特定の実
施態様において、臭気低減ポリオール組成物の製造方法は、臭気低減ポリオール組成物を
ペレット化する段階も含む。臭気低減ポリオール組成物を、典型的には、臭気低減ポリオ
ール組成物を輸送するために望ましい大きさにペレット化する。臭気低減ポリオール組成
物を、当該技術分野で公知の任意の器具によって、例えばペレタイザーまたはプリル塔に
よってペレット化してよい、または他の方法によってペレット化してよい。
【００３４】
　特定の実施態様において、臭気低減ポリオール組成物の製造方法は、さらに、臭気低減
ポリオール組成物を水中に溶解する段階も含む。臭気低減ポリオール組成物を、水中に、
該臭気低減ポリオール組成物をペレット化することなく、またはペレット化段階の後で、
溶解してよい。典型的には、臭気低減ポリオール組成物を、水中に、該臭気低減ポリオー
ル組成物を哺乳類に投与する前に、下記でより詳細に述べられる通り、溶解する。上述の
通り、臭気低減ポリオール組成物は、その溶解速度によって証明される通り、水中で優れ
た溶解性を有する。臭気低減ポリオール組成物の溶解速度は、いくつかの要因、例えば粒
径、水温、攪拌速度（またはかきまぜの他の速度）等に依存する。他の従来のポリオール
組成物に対する、臭気低減ポリオール組成物の溶解速度を正確に測定するためには、各々
のそれらの変数が一律でなければならない。溶解速度を測定するために、臭気低減ポリオ
ール組成物を溶融し、アルミニウム箔上に注ぎ、凝固させ、そして薄片にする。同一の工
程を、他のポリオール組成物を用いて行い、比較のための同一の大きさ且つ質量の薄片を
得ることができる。３グラムの臭気低減ポリオール組成物を、薄片化したら、それを室温
で３０ｍＬの水中に設置し、そして磁気攪拌機を用いて、設定速度７で攪拌する。溶解度
を、視覚検査によって測定する。臭気低減ポリオール組成物の可視の残留物がもはやなく
なったら、臭気低減ポリオール組成物が水中で溶解されたとして示される。１グラムの臭
気低減ポリオール組成物は、薄片化された際、室温水１０ｍＬ中で、１１分未満、典型的
には１０分未満、より典型的には９分未満、および最も典型的には８分４５秒未満の溶解
速度を有する。
【００３５】
　上述の通り、本発明は、臭気低減ポリオール組成物を用いた、哺乳類、例えばヒトの治
療方法も提供する。哺乳類の治療方法は、臭気低減ポリオール組成物を提供する段階、お
よび臭気低減ポリオール組成物を哺乳類の治療のために投与する段階を含む。
【００３６】
　典型的には、臭気低減ポリオール組成物の投与段階は、臭気低減ポリオール組成物を哺
乳類の胃腸管に導入することを含む。胃腸管への臭気低減ポリオール組成物の導入段階は
、臭気低減ポリオール組成物の経口摂取によって実行されてよい。言い方を変えると、哺
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成物が固体である場合、それは典型的には、哺乳類に投与する前に、水中で溶解される。
哺乳類によって臭気低減ポリオール組成物が摂取された後、該哺乳類の胃腸管は典型的に
は排出される。従って、臭気低減ポリオール組成物の投与段階は、典型的には胃腸の処置
、例えば結腸鏡検査に先立って実施され、且つ、そのための準備において優れている。臭
気低減ポリオール組成物は、緩下作用を有し、そのことが哺乳類の胃腸洗浄をもたらす。
用量は、典型的には臭気低減ポリオール組成物の所望の作用に基づいて決定される。
【００３７】
　本発明の臭気低減ポリオール組成物、および臭気低減ポリオール組成物の製造方法を説
明する以下の実施例は、説明のために意図されており、且つ、本発明を限定するものでは
ない。
【００３８】
　実施例
　実施例１：
　臭気低減ポリオール組成物は、３５７．０グラムのジエチレングリコール（開始剤）お
よび３．６グラムの９６％の水酸化ナトリウム（塩基性触媒）を、窒素で圧力パージされ
た５ガロンのオートクレーブ内に投入することによって形成される。該オートクレーブを
、攪拌しながら真空引きして水分を除去し、且つ１１５℃の温度に加熱する。オートクレ
ーブの温度が１１５℃に達したら、真空を解放し、且つ該オートクレーブを窒素で加圧す
る。１１，６２２グラムのエチレンオキシド（ＥＯ）を、オートクレーブ内の圧力が該オ
ートクレーブの安全性限界未満に保たれる速度で、該オートクレーブに導入する。該オー
トクレーブの温度を１５０℃に上昇させる。１１，６２２グラムのエチレンオキシド（Ｅ
Ｏ）がオートクレーブ内に投入されたら、水酸化ナトリウムの存在中、一定の圧力で、該
エチレンオキシドとジエチレングリコールとが反応してポリオールが生成される。該ポリ
オールをオートクレーブから、５ガロンのバケツ内へと排出する。５％のポリオール水溶
液は、ｐＨ１０．２を有し、それは未反応の塩基性触媒、即ち、ポリオールと共に存在す
る水酸化ナトリウムに起因する。
【００３９】
　塩基性触媒を中和するために、１，５００グラムのポリオールを、加熱マントルおよび
攪拌機を備えた２リットルの四口フラスコに投入する。該フラスコを、攪拌しながら約８
５～９５℃に加熱する。１．５８グラムの５０％のクエン酸をフラスコに添加して、塩基
性触媒を中和し、それにより臭気低減ポリオール組成物を生成する。水および他の揮発性
不純物を、３０分間、攪拌しながらフラスコを真空引きすることによってストリッピング
する。
【００４０】
　臭気低減ポリオール組成物の溶解速度を計算するために、臭気低減ポリオール組成物を
融解し、アルミニウム箔の上に注ぎ、そして薄片へと崩す。臭気低減ポリオール組成物の
溶解速度を、３グラムの臭気低減ポリオール組成物が薄片化されたときに、それを３０ｍ
Ｌの水中に溶解させることによって計算する。臭気低減ポリオール組成物を、速度設定７
を有する磁気攪拌機によって、ビーカー内で溶解する。溶解度を、視覚検査によって測定
する。臭気低減ポリオール組成物の可視の残留物がもはやなくなったら、臭気低減ポリオ
ール組成物が水中で溶解されたとして示される。臭気低減ポリオール組成物の溶解速度を
下記の表１に示す。
【００４１】
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【表１】

【００４２】
　臭気低減ポリオール組成物の臭気を、３人の審査員団によって測定する。臭気低減ポリ
オール組成物の臭気を測定するために、臭気低減ポリオール組成物を褐色のジャー内に入
れ、そして３ヶ月間貯蔵する。３ヶ月の貯蔵後、各々の審査員が独立して、且つブライン
ドで、臭気低減ポリオール組成物のにおいをかぎ、そしてその臭気を１から５の格付けで
示し、その際、４～５は強い臭気、２～３は中程度の臭気、２未満は穏やか、１の格付け
は最小および／または無視できる臭気である。比較のベースのために、酢酸とリン酸との
混合物によって中和された従来のポリオール組成物を、対照の臭気格付けとし、尺度の５
として格付けして示す。臭気低減ポリオール組成物についての、各々の審査員による臭気
の格付け、並びに３人の審査員の平均格付けを下記の表２に示す。
【００４３】
【表２】

【００４４】
　比較例：
　ポリオール組成物１～５を、実施例１と同様に調製するが、ただし、塩基性触媒を中和
するために異なる酸を使用する。
【００４５】
　ポリオール組成物１：
　実施例１において形成されたポリオール１，５０３グラムを、加熱マントルおよび攪拌
機を備えた２リットルの４口フラスコに投入する。該フラスコを、攪拌しながら約９０℃
に加熱する。二酸化炭素ガスを、二酸化炭素シリンダーからフラスコ内に注入して、測定
されるポリオールの５％水溶液のｐＨが約６．２２になるまで、塩基性触媒を中和する。
【００４６】
　ポリオール組成物２：
　実施例１において形成されたポリオール１，５００グラムを、加熱マントルおよび攪拌
機を備えた２リットルの４口フラスコに投入する。該フラスコを、攪拌しながら約８５～
９５℃に加熱する。１．１９グラムの８５％の乳酸をフラスコに投入して塩基性触媒を中
和する。水および他の揮発性不純物を、３０分間、攪拌しながらフラスコを真空引きする
ことによってストリッピングする。
【００４７】
　ポリオール組成物３：
　実施例１において形成されたポリオール１，５００グラムを、加熱マントルおよび攪拌
機を備えた２リットルの４口フラスコに投入する。該フラスコを、攪拌しながら約８５～
９５℃に加熱する。５０％のクエン酸と８５％のリン酸との組み合わせを、ポリオール組
成物の５％水溶液がｐＨ６．４４を有するような量で、フラスコに投入して塩基性触媒を
中和する。水および他の揮発性不純物を、３０分間、攪拌しながらフラスコを真空引きす
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ることによってストリッピングする。
【００４８】
　ポリオール組成物４：
　実施例１において形成されたポリオール１，５００グラムを、加熱マントルおよび攪拌
機を備えた２リットルの４口フラスコに投入する。該フラスコを、攪拌しながら約８５～
９５℃に加熱する。８５％の乳酸と８５％のリン酸との組み合わせを、ポリオール組成物
の５％水溶液がｐＨ４．９５を有するような量で、フラスコに投入して塩基性触媒を中和
する。水および他の揮発性不純物を、３０分間、攪拌しながらフラスコを真空引きするこ
とによってストリッピングする。
【００４９】
　ポリオール組成物５：
　実施例１において形成されたポリオール１，５００グラムを、加熱マントルおよび攪拌
機を備えた２リットルの４口フラスコに投入する。該フラスコを、攪拌しながら約８５～
９５℃に加熱する。０．８７グラムの８５％のリン酸をフラスコに投入して塩基性触媒を
中和する。水および他の揮発性不純物を、３０分間、攪拌しながらフラスコを真空引きす
ることによってストリッピングする。
【００５０】
　従来のポリオール組成物
　従来のポリオール組成物は、市販であり、且つ、実施例１と同様の方法で形成されるが
、ただし、酢酸とリン酸との組み合わせを使用して塩基性触媒を中和する。
【００５１】
　ポリオール組成物１～５の溶解速度を下記の表３に示し、且つ、臭気低減ポリオール組
成物と同一の方法によって計算する。特に、ポリオール組成物１～５を、臭気低減ポリオ
ール組成物と同様に薄片化し、且つ、溶解速度を一律の全ての変数（例えばそれぞれのポ
リオール組成物の質量、水温、水量、および攪拌速度）を用いて計算する。塩基性触媒を
中和するために酸の組み合わせが使用される例においては、リン酸は、等量のベースにお
いて、塩基性触媒の４５％を中和する、制限酸（ｌｉｍｉｔｉｎｇ　ａｃｉｄ）である。
さらに、ポリオール組成物１～６の各々の溶解速度を、従来のポリオール組成物の溶解速
度と同時に計算する。言い方を変えると、従来のポリオール組成物の溶解速度を、ポリオ
ール組成物１～５の各々についての溶解速度を測定するたびに測定する。
【００５２】
【表３】

【００５３】
　表３によって証明される通り、ポリオール組成物１～５の溶解時間は、水１０ｍＬ中の
それぞれのポリオール組成物のグラム当たり５２３～５９７秒である。さらに、従来のポ
リオール組成物の溶解時間は、水１０ｍＬ中のグラム当たり５２５～５９０秒に及んだ。
本発明の臭気低減ポリオール組成物の溶解時間は、５２０秒であり、それはポリオール組
成物１～５および従来のポリオール組成物のいずれよりも速く、且つ、それらのポリオー
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ル組成物の大半よりも著しく速かった。
【００５４】
　それらのポリオール組成物の臭気を、臭気低減ポリオール組成物の際と同一の審査員団
によって、且つ、同一の方法によって測定する。ポリオール組成物１～５および従来のポ
リオール組成物についての、各々の審査員による臭気の格付け、並びに３人の審査員の平
均格付けを下記の表４に示す：
【表４】

【００５５】
　３ヶ月の貯蔵後のそれらの望ましくない臭気によって証明される通り、ポリオール組成
物１～５の各々が酸化崩壊しやすいので、酸化崩壊を低減するために、それらのポリオー
ル組成物の各々に酸化防止剤が及ぼす影響を試験する。従って、以下の各々のポリオール
組成物６～９は、１００百万分率（ｐｐｍ）のビタミンＥを酸化防止剤として含む。ポリ
オール組成物６は、ポリオール組成物２と同一であるが、１００ｐｐｍのビタミンＥを含
む。ポリオール組成物７は、ポリオール組成物３と同一であるが、１００ｐｐｍのビタミ
ンＥを含む。ポリオール組成物８は、ポリオール組成物４と同一であるが、１００ｐｐｍ
のビタミンＥを含む。ポリオール組成物９は、ポリオール組成物５と同一であるが、１０
０ｐｐｍのビタミンＥを含む。ポリオール組成物６～９の臭気を、上記と同一の審査員団
によって、且つ、同一の方法によって測定する。ポリオール組成物６～９についての、各
々の審査員による臭気の格付け、並びに３人の審査員の平均格付けを下記の表５に示す。
【００５６】

【表５】

【００５７】
　表４および５によって証明される通り、特定の例において、ビタミンＥの添加はポリオ
ール組成物に伴う臭気を低減する。例えば、上述の通り、ポリオール組成物６は、ポリオ
ール組成物２と同一であるが、ビタミンＥを含む。ポリオール組成物２は、平均３．００
の臭気の格付けを有した一方で、ポリオール組成物６は、平均２．６７の臭気の格付けを
有し、それは、酸化崩壊によって引き起こされる臭気における低減である。しかしながら
、それらのポリオール組成物に伴う臭気が低減しても、ポリオール組成物１～９のいずれ
も、全員一致で臭気の格付け１を有した臭気低減ポリオール組成物の臭気ほどの最少の臭
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気を有していないことは注目に値する。全員一致での臭気の格付け１．００は、臭気低減
ポリオール組成物においてはビタミンＥを用いずに達成され、そのことにより、臭気低減
ポリオール組成物の処理段階および製造コストが、ポリオール組成物６～９と比較して低
減される。
【００５８】
　ここで、本発明を例示的に記載したが、使用された文言は限定のためではなく、説明の
用語の性質であることが意図されていると理解されるべきである。明らかに、上記の教示
に鑑みて、本発明の多くの修正および変更が可能である。本発明を、特に上述のものとは
違ったやり方で実行してもよい。
【誤訳訂正書】
【提出日】平成24年6月4日(2012.6.4)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２８】
　上述の通り、本発明は、臭気低減ポリオール組成物の製造方法も提供する。臭気低減ポ
リオール組成物の製造方法は、少なくとも１つのアルキレンオキシドを提供する段階を含
む。適したアルキレンオキシドは、限定されずに、エチレンオキシド、プロピレンオキシ
ド、ブチレンオキシド、またはそれらのアルキレンオキシドの混合物を含む。単独の種類
のアルキレンオキシド、例えばエチレンオキシドを使用できる、または、異なる種類のア
ルキレンオキシドのブレンド、例えばエチレンオキシドとプロピレンオキシドとのブレン
ドを使用できると認識されるべきである。明確化のために、少なくとも１つのアルキレン
オキシドは、以降で、「アルキレンオキシド」と称され、それはアルキレンオキシドが異
なる種類のアルキレンオキシドのブレンドを含む態様を包含する。アルキレンオキシドを
使用して、以下に追加的に説明される開始剤をポリオキシアルキル化し、臭気低減ポリオ
ール組成物のポリオールを形成する。
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